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 新型コロナウイルスの感染予防のため、講座やイベントをしばらくお休み

していましたが、MICでは6月からインターネットを活用したり、感染症対策

をとるなどして、事業を徐々に再開しています。 

ちきゅうさん 

今すぐ日本語 

 6月13日(土曜日)に開催した「Zoom de おしゃべり」

では、マレーシア出身のRさんをゲストに迎え、自由に 

おしゃべりを楽しみました。今回は時間が限られていたため、Rさんに   

プレゼンテーションをしていただく時間は作りませんでしたが、お一人  

お一人からの、それぞれの興味に応じた質問に丁寧に答えていただきました。 

～くらしの情報広場～ オンライン版 

 通常の日本語講座のお休み中、YouTubeとZoomを使った

オンライン授業を行いました。この講座では「ゴミ分別」

や「病院」などテーマを5つに絞り、日本語の授業と生活 

情報の提供を行いました。 

 「今すぐ日本語」

は日本語入門者向け

に、生活に必要な 

最低限の日本語を 

学んでもらうために

始まった講座です。

入門レベルの日本語

の授業と生活情報を 

オンラインで提供 

するのはハードルが

高かったのですが、

講師の先生方の工夫

で無事5回の授業を

終えることができ 

Zoomミーティングで 

自分のことを 

アウトプット 

YouTubeで 

グループでの活動 

7月11日～8月8日 

語彙や表現、情報

をインプット 

動画で自主学習 

講 座の流れ 

ました。 

 10月からの日本語講座は教室で行う予定です。詳しい  

スケジュールはホームページをご覧ください↓↓↓ 

 

ドイツ・フライブルク編 

外国語deおしゃべり 

JUL 
5 

(Sun) 

by ALTs 

グーテンターク！ 

AUG 
21 

(Fri) 



 授業回数は6～7回で、一つの観光地を 

集中的に学習します。日程や 受講料、申し

込み方法などは、チラシや

HPでご確認ください。 

 毎年この時期に開催しているソラリスの収穫イベントです

が、今年はコロナウイルスの影響により、ぶどう園での収穫 

体験を見送ることになりました。そのかわりに、Zoomを使って

フライブルクとつながる、スペシャルなイベントを8月19日 

(水曜日)に行いました。 

Solaris(ソラリス）とは？ 

 松山市は姉妹都市ドイツ・フライブルク市からワイン用  

ぶどう品種“Solaris（ソラリス）”

の苗木を2000年に寄贈され、松山

市野外活動セ ンタ ー で 育てて   

い ま す。ソ ラ リ ス

は、フライブルクの

州立ワイン研究所で

改良されたぶどうの品種です。 

 市内のみどころや環境

に関する取り組みなど、

スライドでフライブルク

を紹介しました。 

 さらに、ソラリスが 

松山にやってくるまでの

話を「ソラリス物語」

として紙芝居で披露

し、野外活動センター

内の友好ぶどう園で 

育つソラリスの様子を

動画でご覧いただき 

ました。 

 フライブルク市議会議員のシェッツレさんと

ワインクイーンの 

シナさんにZoomに

参加していただき、

お話を伺いました。

シェッツレさんの 

ブドウ畑の様子やフライブルクの街の様子など

は動画で紹介していただき、フライブルクに

行った気分を味わうことができました。 

 ぶどう園には事前に取材に行き、お世話をして  

くださっている大野さんにインタビューしました。 

動画はYouTubeで公開しています 

  ↓↓↓ 

 紙 芝 居 は、“創 作 ア ト リ エ    

あぷりこっと”の大川さんに作製を

依頼しました。大川さん、短い期間

での制作、ありがとうございました！ 

 今回のイベントは、

様々な方の協力により、

実 現 し ま し た。特 に  

フライブルクと側との日程調整や通訳を

してくださった大門さん、ご協力本当に

ありがとうございました！ 

 最後には参加者からの質問タイムをもうけ、

直接交流していただく

ことができました。 

 今年度に入ってからイベントや講座

でZoomを使っていましたが、

今回はドイツとの生中継の 

た め、失 敗 で き な い…と  

いうことで、リハーサルを 

繰り返し、当日に向けて準備

しました。 

舞 
台 
裏 

イベントの詳しい様子はHPへ→ 

 中国語、韓国語、英語の観光ボラン

ティアガイドを目指す講座の受講生を

募集しています。 


